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研究成果

1.はじめに

Vermeij(1977)による AfheMesozoicmahnerevoLu【ion'の提唱以来､進化古生物

学の分野において､生物進化に及ぼす生物的環境要因の重要性の認識が広まって

きた (例えば､Oji(1986),Brett(1990)等)｡これまで､貝形虫の生態分布および

進化について､底質､水深､水温､塩分濃度などの非生物的要因との関連で理解

することはあっても､生物的環境要因､即ち､捕食､競争､寄生､共生等と結び

付けて考察することはほとんどなかった｡今後は､貝形虫の生態分布､進化と生

物的環境要因との関連を具体的に明らかにしていく必要がある｡貝形虫の殻に見

られる捕食痕についての研究は現生､化石とも極めて少ない｡その中で､

M之Iddocks(1988)はアメリカ合衆国 ･テキサス州産の白亜紀､古第三紀､第四紀

(完新世)の貝形虫化石又は道がいの穀に見られる捕食痕を形態､サイズ等に着

冒して分類した｡本研究での捕食痕の形態の分類も基本的にはMaddocksに従う｡

貝形虫にとっての捕食者は､貝形虫を堆積物､有機物などと一緒に 非̀選択的'

に飲み込む ｢非選択的捕食者｣ と貝形虫個体をターゲットとして､攻撃､捕食す

る ｢選択的捕食者｣に分けられるが､捕食痕のほとんどは後者によるものと考え

られる｡又､捕食痕の内､捕食者のボーリングによる捕食痕 (以下､ボ-リング

痩)は主に､Naticidae(料)およびMuricidaeの巻貝によると考えられている

(Reyment,1966,;Reymentelal･,1987;Maddocks,1988)O

筆者はこれまで､本研究と並行して､サンゴ礁の海底洞窟に生息する底生貝形

虫の系統分類と進化について研究してきたが､その過程で､礁斜面に開口する洞

窟の中に生息する貝形虫に対する捕食圧が､洞窟外のサンゴ礁環境に比べ､極め

て低く､貝形虫の殻に見られる捕食痕の頻度も小さいことをに明らかにした

(TabukiandHanai,1999))｡本研究では琉球列島の海生の現生および化石貝形虫､

特に､サンゴ礁および浅海域に生息する底生貝形虫を研究対象として､貝形虫の

殻に見られる捕食痕について詳しく調べ､捕食痕の形態の特徴と貝形虫種の生態

分布との関連を明らかにするとともに､捕食痕を形成した捕食者の特定を試みた｡

2.殻に捕食痕の見られる貝形虫個体について

2-1.琉球列島のサンゴ礁海域の現生貝形虫個体

研究対象とした貝形虫個体 (適がい (殻))は2ヶ所の現世サンゴ樵､即ち､

石垣島､西表島間のサンゴ礁である石西礁とその周辺海域 (以下､石西礁)義

よび沖縄本島北部､本部半島近くの瀬底島の礁池において採集された｡石西樵

は石垣島と西表島の間に広がる大サンゴ樵で､特に､その北緯の竹富島から小J
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